
、国立大学法人室蘭工業大学（中田 大将 

宙空間観測所から打ち上げられました。第 1 段のロケット分離後、宇宙空間にて、回

転デトネーションエンジン注 2）

4）」及び「展開型エアロ

シェルを有する再突入カプセル RATS（JAXA





 

 

 

図 2 デトネーションエンジンシステム（DES）の写真。【Credit: 名古屋大学】 

 

 

図 3 デトネーションエンジンシステム（DES）の概要図。図左から



 

 

 

 

図 4 デトネーションエンジンシステム（DES）の室蘭工業大学白老試験場での地上燃焼試験の様

子。【Credit: 名古屋大学】 

 

【成果の意義】 

本宇宙飛行実証実験の成功によって、デトネーションエンジンは、深宇宙探査用キッ

クモーター、ロケットの初段・2 段エンジン等としての実用化に大きく近づくことにな

ります。 

既存のロケットエンジンが、デトネーションエンジンとなることで、エンジンを軽量

化し、また、高性能化することができるため、デトネーションエンジンへと置き換わっ

ていくことになります。つまり、本研究成果は、航空宇宙機用のエンジンや、航空宇宙

機のシステムを大きく変革していく、きっかけとなります。 

  

【用語説明】 

注 1）デトネーション： 

 衝撃波にともなって、化学反応による熱開放が行われる燃焼現象。その伝播速度は、

2 km/s にもなるため、可燃性のガスを高速で燃焼させることが可能。 

注 2）回転デトネーションエンジン： 

 デトネーションを連続的に伝播させることで、連続的な推力を得ることができるエ 

ンジン。これまで 2 重円筒形状の燃焼器の底部でデトネーションを円筒の周方向に

伝播させるものが多く研究されてきた。推進剤は、軸方向に噴射され、その反対方

向に推力を得ることができる。 



 

 

注 3）パルスデトネーションエンジン： 

 デトネーションを間欠的に伝播させ、その燃焼後の既燃ガスを排気し、反動を得るこ

とで、間欠的な推力を得ることができるエンジン。 

注 4）テレメトリ： 

 離れた遠隔地（観測ロケット）での測定結果を、データセンター（内之浦宇宙空間観

測所の宮原テレメータセンター）へ送信すること。 
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